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行　　事 表（後期）

-

o

行　　　　　　事　　　　　　名 期　　日 時　　　　間 場　　　　　所

学　　　生　　　書　　　道　　　展 4 I豺6 i.i～17日 午前LO時～午後6時 岡崎市美術館

盆栽展示即売会・緑と花即売会 16日~ 17 日 午前９時～午後i時 岡崎緑化センター

家　康　公　３　６　１　年･　御　神　，忌 17　　日 午･前1(時～ 鴨田　町大樹寺

岡　崎　市　囲　碁　十　傑　I成 17　　日 午前９時～午後６峙 岡崎公図内巽閣

春　の　市　民　川　柳　大　会 17　　日 午前10時～午後５時 岡崎勤労会館

第z2回岡崎市民総合バスケットボール大会 17　　日 午前８吽30分～ 岡崎市体育館

昭和52年度春季岡崎市民射撃大会 17　　日 午前9時～ 藤　川　射　撃　場

第　13　回　圖　崎　市　庭球　大　会 17　　□ 午前９時～ 岡崎公園テニスコート

昭和52年度春季岡崎市民サイクリング(わらび狩)　17　　日 午前９時～ 十王公園～岩中方面

第23回岡崎r1i民総合バレーボール大会i　17　　日 午前9時～ 岡崎市内各体育館

第14回岡崎市民弓道大会 17　　日 午前９時30分～　　岡崎公園弓道場

赤レンジャーとモデルを写す会 17　　日 年r跳に゛～沼ま東　　公　　園

第14回市民総合ソフトボー'I-人会 17日～24日 午前9時～　　　ｌ岡崎公園グラウンド

緑　　と　　花　　即　　売　　会 23日～24日 午前９時～午後４畔 岡崎緑化センタ一

岡　崎　市　民　俳　句　大　会 24　　日 午前lO時～午後３時i岡崎市民会館1 n-室

ゅ　た　か　会　研　究　発　表　会 24　　日 午前10時～ 岡崎市民会館

昭和52年度春季岡崎市民総合卓球大会 24　　H 午前９時～ 岡崎市体育館

第29回岡崎市民軟式庭球大会（中学生） 24　　口 午前9時～ 岡崎公園テニスコート

第６回春季岡崎市民乗馬大会 24　　日 午前９時～ 羽　根　町　馬　場

第16回岡崎市民総合ハンドポール大会 24　　日 午前９時～ 県立岩津高校

第12回岡崎市民サッカ一大会 24　　日 午前９時～ 六　　名　　公　園

第13回岡崎美術協会貝　展 28日～5月3 日 乍前10時～午後６時 岡崎市芙術館

親子そろって岡崎公園を拍く会 29　　日 午前９時～午後２時，岡　崎　公　園

鳳　　凰　　短　　歌　　大　　会 29　　日 午前９時～午後４時 岡崎公園内巽閣

第8 El岡崎航空ページエン|- 29　　日 午前10時～ 八　帖　滑　空　場

緑　　と　　花　　即　　売　　会 29日～5 月1日 午前９時～午後4時 岡崎緑化センター

家康行列通過予定時刻

　　　　　　　　ら4月10日（日）ら

○伊賀八幡宮〈出発〉（午後m時）→〇康生交差

点（午後１時45分）→○篭田公園（午後l時55分）

→○島町（午後２時５分）→○束岡崎（午後2 時

15分）→○殿橋（午後２時25分）→○竹生川川敷

〈終着地〉（午後２時35分）

　
　
　
　
一
時
五
十
分

◇
南
班
　
吹
矢
公
園
出
発
・
：
午
後
一

　
　
　
　
時
五
十
五
分

今
岡
崎
公
園
到
着
予
定
…
午
後
二
時

　
　
　
　
二
十
分

◇
北
班
　
能
見
神
明
社
出
発
…
午
後

◇
東
班
　
束
別
院
出
琴
：
午
後
一
時

　
　
　
　
五
十
分

印
四
月
九
日
（
土
）
０

出
発
時
刻

音
楽
パ
レ



お　か　ざ　き市政だよtj昭和52年４月１日
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ｏ
岡
崎
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改

　
正

　
秘
書
、
企
画
、
職
ｎ
の
三
課
と
市

民
相
談
室
を
統
括
す
る
市
長
公
室
（

部
相
当
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ｏ
岡
崎
市
立
公
民
館
条
例
・
岡
崎
市

　
役
所
支
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
と
併
設
の
岡

崎
巾
役
所
岩
津
支
所
が
四
月
二
十
五

口
か
ら
開
館
し
ま
す
。
な
お
、
岩
津

支
所
の
記
事
は
、
こ
の
号
の
九
ペ
ー

ジ
に
掲
幟
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ｏ
岡
崎
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
印
鑑
登
録
証
明
な
ど
の
手
数
料
の

額
が
四
月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
百
円
…
…
納
税
証
明
、
資
産
証

　
　
明
（
三
筆
ま
た
は
三
棟
ま
で
）
、

　
　
身
元
証
明
、
住
民
堪
本
台
帳
閲

　
　
覧

　
・
二
百
円
・
：
印
鑑
登
録
証
明
、
住

　
　
民
票
写
し

ｏ
岡
崎
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

　
正

　
市
営
住
宅
入
居
者
の
収
入
基
準
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ｏ
岡
崎
市
遺
児
手
当
条
例
・
岡
崎
市

　
心
身
障
害
者
福
祉
扶
助
料
条
例
の

C二二二二コ
　　ｍ

　　　I t

　
一
部
改
正

　
遺
児
手
当
の
月
額
千
円
が
千
五
百

円
に
増
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
心
身
障

害
者
福
祉
扶
助
料
の
支
給
対
象
の
精

神
障
害
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
岡
崎
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
し
尿
く
み
取
り
の
手
数
料
の
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
定
額
制
の
場
合

は
便
槽
割
が
一
箇
所
に
つ
き
百
三
十

円
、
人
放
割
が
一
人
に
つ
き
百
七
十

円
に
、
従
址
制
の
場
合
は
三
十
六
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き
百
八
十
円
で
す
。

Ｏ
岡
崎
市
少
年
自
然
の
家
条
例
の
制

　
定

　
須
淵
町
地
内
に
建
設
の
岡
崎
市
少

年
自
然
の
家
が
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
集
団
宿
泊
生
活
を
通
じ
て
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
野
外
活
動
施

設
で
す
。

。
０
岡
崎
市
立
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の

　
一
部
改
正

　
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
額
が
、

年
額
三
万
六
千
円
か
ら
四
万
八
千
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
岡
崎
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
報
酬
の
額
が
、
川
額

さ
れ
ま
し
た
。

楽楽楽車車車楽楽楽車車車楽楽楽車楽未申車楽楽楽車楽楽楽車氷椚申車申車車命

誓
書
昏
昏
昏
昏
昏
昏
誓
向
雪
誓
泌
１
誓
書
誓
書
哨
雪
沓
帯
咄
轡
昏
昏
昏
昏
昏
昏
昏
昏
誓
書
・

供
に
夢
を

鯉
の
ぼ
り
を
上
げ
よ
う

　
さ
わ
や
か
な
五
月
の
空
に
泳
ぐ

ま
鯉
と
ひ
鯉
、
鯉
の
ぼ
り
は
古
く

か
ら
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
五
月

五
日
の
端
午
の
節
句
を
中
心
に
初

夏
の
空
を
い
ろ
ど
っ
て
き
た
。

　
端
午
の
節
句
が
、
「
子
供
の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
久
し
い
が
、
私
は

か
ね
て
か
ら
「
市
政
に
夢
を
Ｉ
お

と
し
よ
り
と
子
供
を
大
切
に
す
る

町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
お
と

し
よ
り
を
い
た
わ
り
、
未
来
を
担

う
宝
で
あ
る
子
供
を
大
切
に
、
そ

の
健
や
か
な
育
成
を
は
か
る
こ
と

に
つ
と
め
て
き
た
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
し
か
し
。
戦
後
の
自
由
社
会
に

お
い
て
は
、
子
供
を
め
ぐ
る
社
会

環
境
は
残
念
な
が
ら
、
良
好
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
。

　
街
頭
に
は
ん
ら
ん
す
る
エ
ロ
チ

ッ
ク
な
ポ
ス
タ
ー
、
書
店
を
に
ぎ

わ
す
週
刊
誌
、
自
動
販
売
機
の
ポ

ル
ノ
雑
誌
な
ど
、
青
少
年
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い
。

　
さ
ら
に
、
性
犯
罪
や
、
暴
力
犯

の
増
加
な
ど
憂
う
べ
き
状
態
に
あ

っ
て
、
今
年
の
市
民
行
動
テ
ー
マ

に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
と
り

上
げ
た
の
も
そ
の
為
で
あ
る
。

×

×

　
不
供
ま
つ
り
は
、
無
限
の
将
来

を
も
つ
子
ど
も
に
、
夢
と
希
望
を

も
た
ら
し
、
市
民
み
ん
な
が
子
供

を
大
切
に
し
て
、
継
全
な
育
成
を

は
か
る
意
識
を
高
め
あ
う
集
い
と

し
て
、
そ
の
催
し
を
提
咄
し
た
わ

け
で
あ
る
が
、
年
に
数
万
人
の
親

子
の
参
加
を
得
て
、
乙
川
河
畔
一

帯
に
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き

た
。　

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

参
加
し
た
子
供
達
の
の
び
の
び

蒜
貰
痛
難
一

内
田
喜
久

し
た
笑
顔
、
カ
ン
声
を
上
げ
、
飛

び
、
走
る
姿
を
見
て
う
れ
し
く
思

う
の
は
私
一
人
の
み
で
は
あ
る
ま

い
。

　
こ
の
ま
つ
り
も
す
で
に
三
回
を

か
ぞ
え
、
本
年
は
四
回
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
折

角
、
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
を

中
心
に
こ
の
ま
つ
り
を
展
開
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
伝
統
行
事
で
あ

る
鯉
の
ぼ
り
を
全
市
一
斉
に
か
か

げ
て
、
ま
つ
り
に
一
層
の
光
彩
を

添
え
て
は
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

市
内
の
四
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

ご
好
意
で
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
を
頂

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
既
に
用
意
し
た
も
の
と
合
わ
せ

る
と
百
五
十
三
組
に
の
ぽ
る
わ
け

で
、
保
育
回
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
。

公
園
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

公
共
施
設
に
一
斉
に
鯉
の
ぼ
り
を

上
げ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
伝
統
あ
る
鯉
の
ぼ
り
に
は
親
の
、

子
等
へ
の
無
限
の
愛
情
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
の

都
市
化
し
た
社
会
で
は
、
例
え
ば

団
地
な
ど
個
々
の
家
庭
で
こ
ぞ
っ

て
か
か
げ
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い

の
で
、
公
園
や
学
佼
な
ど
で
一
斉

に
鯉
の
ぼ
り
を
上
げ
て
「
子
供
の

日
」
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
市
民

に
呼
び
か
け
た
い
と
念
噸
し
て
い

る
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
日
は
市
役
所
や
、
体
育
館
、

市
民
会
館
前
に
は
一
段
と
大
き
な

鯉
の
ぼ
り
を
上
げ
た
い
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
子
供
ま
つ
り
を

中
心
に
、
岡
崎
の
空
高
く
、
ま
鯉

と
ひ
鯉
が
大
空
い
っ
ぱ
い
に
泳
ぎ

交
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

車Ｊ申命申申申申申命申申申車申申車命車車申申申申串晰市申申車市申申雍申雍申命

＆
ｔ
畠
ｅ
４
＠
籐
雷
落
雷
而
雷
畠
ぼ
畠
ぼ
畠
り
畠
ｅ
畠
ｔ
奇
奇
書
誓
書
奇
奇
1
1
1
奇
誓
書
昏
昏
昏
昏
昏
轡
奇
書
４
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社
会
福
祉
・
教
育
文
化
・
生
活
環
境
の

　
　
　
充
実
と
災
害
に
備
え
て

　3月定例市議会が、さる３月４日から25日まで22日間にわたり開かれ

ました。

　内田市長は、会議の初日、昭和52年度の当初予算案の提案説明をしま

したが、この中で､「厳しい財政下にあるが、福祉、教育、生活環境の充

実と防災に対する施設の整伽拡充、弱い立場にある方々の対策など引き

続き積極的に推進していく」と述べ、新総合計画の初年度として、¨緑

と太陽と清流の福祉文化都市｡実現のため全力を傾注していく姿勢を示

しました。以下、昭和52年度予算の説明要旨をご紹介しますっ

総
額
五
百
三
十
一
億
四
千
万
円

　
昭
和
四
十
八
年
秋
の
石
油
危
機
以

来
の
不
況
も
五
十
年
度
半
ば
を
底
と

し
て
景
気
回
復
の
き
ざ
し
が
見
え
は

じ
め
ま
し
た
が
、
四
十
年
代
の
高
度

経
済
成
長
か
ら
低
位
安
定
経
済
へ
の

軌
道
修
正
も
影
響
し
て
、
そ
の
足
ど

り
も
に
ぷ
く
、
昨
年
後
半
か
ら
こ
の

テ
ン
ポ
も
緩
慢
化
し
、
現
状
は
「
景

気
中
だ
る
み
」
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
を
反
映
し

て
、
こ
こ
両
三
年
、
国
、
地
方
団
体

を
通
じ
て
、
租
税
収
入
等
の
一
般
財

源
は
大
幅
な
落
ち
込
み
を
き
た
し
、

極
め
て
厳
し
い
財
政
事
態
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
五
十
、

五
十
一
年
度
に
わ
た
る
財
政
危
機
に

対
し
、
国
の
地
方
財
源
対
策
と
と
も

に
、
市
自
ら
も
手
持
ち
財
政
訓
幣
法

金
の
繰
り
入
れ
。
市
民
生
活
に
直
結

し
な
い
既
定
予
算
の
凍
結
措
置
な
ど

の
自
術
手
段
を
は
じ
め
人
件
費
の
抑

制
、
諸
経
費
の
節
減
等
機
動
的
、
弾

力
的
な
財
政
運
営
に
よ
り
こ
の
難
局

を
切
り
抜
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
五
十
二
年
度
に
お
い
て
も
、
経
済

成
長
の
見
通
し
は
実
質
で
六
・
七
八

－
セ
ン
ト
前
後
と
予
測
さ
れ
、
早
期

に
財
政
事
情
が
好
転
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
反
面
、
義
務
的
、
経
常

的
経
費
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
新
年
度
予

算
は
、
市
民
生
活
の
安
定
と
住
民
福

祉
の
充
実
の
た
め
の
諦
施
策
の
推
進

と
と
も
に
、
国
と
同
一
の
基
調
に
よ

り
景
気
回
復
と
生
活
環
境
の
幣
備
に

資
す
る
た
め
の
公
共
事
業
の
促
進
を

は
か
る
な
ど
積
甑
的
に
取
り
組
む
一

方
、
人
口
の
効
率
的
な
配
置
に
よ
る

人
件
賞
の
抑
制
、
小
務
の
簡
素
合
理

化
に
よ
る
行
政
経
費
の
節
減
に
つ
と

め
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
な
配
分
に
よ
り
年
間
総
合
予

算
と
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
広
く
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
岡
崎
市
新
総
介
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
た
諸
事
業
を
達
成
す
る
た
め

の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
意

義
深
い
年
で
あ
り
、
都
市
目
標
で
あ

る
「
緑
と
太
陽
と
清
流
の
福
祉
文
化

都
市
一
の
実
現
の
た
め
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。



お　か　ざ　き市政だより５－　昭和52年４月１日-

昭和52年度予算の概要

J

０
０
０

き
め
細
か
い

　
　
　
福
祉
施
策
の
推
進

　
ま
ず
、
民
生
費
関
係
で
す
が
、
市

政
を
担
当
し
て
以
来
、
一
貫
し
て
福

祉
優
先
を
最
重
点
政
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
日
の
経
済

情
勢
下
に
お
い
て
こ
そ
、
な
お
一
層

の
充
実
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
の

理
念
か
ら
、
き
め
細
か
な
施
策
の
推

進
に
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　
身
体
障
害
者
お
よ
び
精
神
薄
弱
者

の
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
心
身
障
害

者
福
祉
扶
助
料
の
う
ち
精
薄
者
関
係

の
受
給
範
囲
の
拡
大
と
身
体
障
害
者

福
祉
手
当
の
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
補

装
具
の
支
給
、
盲
人
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
、
湯
沸
し
等
日
常
生
活
用
具
の

給
付
、
重
度
身
体
障
害
者
の
住
宅
改

善
を
充
実
し
、
新
規
に
聴
覚
障
害
者

に
対
し
て
は
緊
急
時
に
障
害
者
が
困

惑
さ
れ
な
い
よ
う
「
聴
覚
障
害
者
緊

急
力
－
ド
」
の
無
償
交
付
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
福
祉
会
館
の
建
設

　
ま
た
、
岡
崎
市
福
祉
会
館
は
、
朝

日
町
地
内
の
市
有
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
で
建
設
い
た
し
ま
す

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
を
は

じ
め
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
関
係

福
祉
団
体
の
会
議
室
等
を
設
け
る
も

の
で
、
所
要
経
毀
、
一
億
三
千
二
百

余
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
老
人
福
祉
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
老
人
医
療
扶
助
費
に
前
年
度
よ

り
二
十
三
・
五
八
－
セ
ン
ト
増
の
五

億
七
千
八
百
余
万
円
を
見
込
み
。
老

人
い
こ
い
の
家
七
簡
所
の
増
設
と
施

設
の
運
営
費
助
成
と
老
人
ク
ラ
ブ
の

補
助
金
の
増
額
な
ど
老
人
が
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
余
生
を
楽
し
む
べ

く
特
に
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
育
措
置
児
童
の
増
加
に
対
処
し
、

公
立
の
大
西
保
育
園
の
増
築
を
は
ヒ

め
私
立
の
大
門
地
区
保
育
園
の
新
設

な
ど
公
私
立
あ
わ
せ
て
三
百
三
十
人

の
定
貝
増
加
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て

既
設
保
育
園
も
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
な
お
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
そ

の
算
出
基
準
を
前
年
度
と
同
額
に
据

え
置
く
と
と
も
に
、
一
定
の
条
件
に

あ
て
は
ま
る
措
置
児
童
に
対
す
る
保

護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
と
め
、
時
間

外
託
児
を
さ
ら
に
一
園
増
加
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
に
楽
し
い
遊
び
場
を
与
え

心
身
と
も
に
健
全
な
児
童
を
育
成
す

る
た
め
児
衆
遊
園
の
新
設
、
こ
ど
も

広
場
の
整
備
に
対
す
る
助
成
費
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　
難
病
患
者
に
見
舞
金

　
遺
児
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
月

に
五
百
円
を
こ
の
四
月
か
ら
増
額
し

難
病
忠
者
と
い
わ
れ
て
・
お
り
ま
す
方

々
に
対
し
見
舞
金
制
度
の
発
足
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
生
活
保
護
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

七
億
一
千
八
百
余
万
円
を
計
上
し
、

社
会
的
弱
者
に
対
し
、
あ
た
た
か
い

愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
と
と
も
に
、

本
年
が
民
生
委
員
制
度
創
設
六
十
周

年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の
記

念
行
事
の
執
行
経
費
も
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り

　
　
義
務
教
育
施
設
の
充
実

　
社
会
福
祉
と
と
も
に
重
点
施
策
の

一
つ
に
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
教
育

文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
、
義
務

教
育
関
係
の
う
ち
小
学
佼
で
は
、
四

月
開
設
い
た
し
ま
す
城
南
小
学
校
の

児
童
急
増
に
対
処
し
、
五
十
一
年
度

に
引
き
つ
づ
き
施
設
の
充
実
を
は
か

り
、
全
面
移
転
の
屯
谷
小
学
佼
の
川



-６
-

築
、
児
童
数
の
増
加
が
著
し
い
六
名
、
上
い
た
し
ま
し
た

井
田
、
矢
作
南
、
六
ッ
美
中
部
の
各

小
学
校
の
増
築
、
ま
た
矢
作
東
、
六

ッ
美
北
部
小
学
校
に
屋
内
巡
動
場
を
、

緑
丘
、
広
幡
小
学
校
に
は
プ
ー
ル
を

そ
れ
ぞ
れ
建
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
。
福
岡
、

矢
作
中
学
校
の
川
改
築
を
し
、
学
校

施
設
の
充
実
に
つ
と
め
。
こ
れ
ら
小

中
学
校
の
整
備
に
十
二
億
三
千
百
余

万
円
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
は
、
新
学
制
発

布
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
記

念
事
業
と
し
て
記
録
映
画
等
の
計
画

も
し
て
お
り
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の

初
年
度
事
業
と
し
て
一
千
万
円
を
計

　
学
校
給
食
関
係
で
は
、
本
市
三
番

目
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
土

手
し
、
既
設
の
北
部
、
東
部
と
あ
わ

せ
小
中
学
校
の
全
貝
に
対
し
充
実
し

た
学
校
給
食
業
務
の
執
行
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、

各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
少
年
自
然
の
家
も
、
い
よ
い
よ
こ

の
五
月
中
旬
に
は
オ
ー
プ
ン
の
運
び

と
な
り
ま
す
が
、
団
体
宿
泊
生
活
を

と
お
し
て
信
頼
と
協
調
の
精
神
を
培

い
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
少
年

を
育
成
す
る
場
と
し
て
大
い
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
「
竹
年
の
家
」
に
「
児
童
館
」

を
併
設
し
た
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
殿

僑
下
流
左
岸
よ
り
に
建
設
を
計
画
い

た
し
て
お
り
、
調
査
費
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
「
太
陽
の

城
」
と
名
付
け
、
広
く
幼
児
か
ら
少

年
、
青
年
、
一
般
市
民
に
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
教
養
と
文
化
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
充
分
そ
の
機
能
を

発
揮
し
得
る
施
設
と
し
て
設
計
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
三
番
目
の

　
　
　
市
民
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

　
こ
の
四
月
か
ら
は
岩
津
市
民
セ
ン

タ
ー
も
開
館
の
運
び
と
な
り
、
　
コ
こ
ヽ

ユ
ニ
テ
イ
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

六
ツ
美
に
つ
づ
い
て
有
効
な
利
川
を

　 　 ｜

哺

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
十

二
年
度
は
矢
作
地
区
に
建
設
い
た
し

ま
す
所
要
経
費
一
億
八
千
百
余
万
円

を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
美
術
館
は
、
文
化
振
肌
ハ
の
拠
点
と

し
て
広
く
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
八
月
に
は
、
開
館
五
周
年

を
記
念
し
て
「
浮
世
絵
名
作
展
」
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
史
跡
文

化
財
の
保
存
に
万
全
を
期
し
、
真
宮

遺
跡
、
北
野
廃
寺
跡
地
の
整
備
に
一

億
五
千
三
百
余
万
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　
体
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
、
好
評
の
う
ち
に
開
設
い
た
し

ま
し
た
岡
崎
市
体
育
館
周
辺
の
９
備
’

を
は
か
る
と
と
も
に
大
門
町
地
内
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
新
設
す
る
ほ
か
、

学
校
開
放
事
業
等
を
通
じ
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
体
力

増
進
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
減
量

　
資
源
再
利
用
運
動
の
展
開
　
　
０

　
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や
す

ら
ぎ
公
聞
管
理
棟
の
完
成
を
機
に
、

墓
園
お
よ
び
斎
場
の
維
持
竹
理
を
充

尖
さ
せ
る
た
め
の
経
費
を
は
じ
め
、

休
日
緊
急
当
直
医
の
医
師
会
お
よ
び

歯
科
医
師
会
に
対
す
る
助
成
の
増
額

等
市
民
の
健
康
管
理
に
必
要
な
経
費

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
清
掃
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
い
五

十
二
年
度
は
、
特
に
限
り
あ
る
資
源

の
再
利
用
と
ご
み
を
減
ら
す
運
動
を

取
り
上
げ
、
全
市
民
が
一
致
協
力
し

て
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
啓
発
関
係
費
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
収
集
業
務
の
推
進
と
賤

動
力
を
充
実
す
る
ほ
か
、
新
旧
焼
却

炉
の
整
備
、
悪
臭
防
止
装
置
の
設
置

に
よ
り
施
設
の
能
力
ア
ッ
プ
を
は
か

り
ま
す
。
ま
た
、
不
燃
物
捨
場
を
新

規
に
造
成
す
る
関
係
工
事
費
と
し
て

一
倍
五
千
百
余
万
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

勤
労
者
住
宅
資
金

　
融
資
枠
の
拡
大

　
労
働
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
年

労
働
者
の
確
保
お
よ
び
定
着
化
対
策

を
強
力
に
推
し
進
め
、
雇
川
対
策
協

議
会
の
体
質
を
強
化
し
、
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
改
善
を
は
か
る
と
と
も

に
、
実
習
場
を
増
築
し
地
元
各
業
界

が
充
分
に
活
用
し
う
る
よ
う
整
備
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
福
祉
行
政
の
一
環
と

し
て
の
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
は
、
年
ご
と
に
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
住

宅
建
設
資
金
、
宅
地
取
得
資
金
と
も

預
託
額
を
増
額
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
近
代
化
に
助
成

　
農
林
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

業
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に
対
応

し
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、
技
術
の

習
得
と
経
営
管
理
能
力
の
養
成
、
農

業
婦
人
の
組
織
強
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
園
芸
関
係
で
は
、
い
ち
ご
栽
培
農

家
に
対
し
、
栽
培
の
周
年
化
と
品
質

向
上
を
は
か
り
、
主
要
野
菜
で
あ
る

冬
春
ナ
ス
生
産
事
業
に
対
す
る
助
成

措
就
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
関
係
で
は
、
養
鶏
農
家
に
対

す
る
負
担
金
の
一
部
助
成
の
ほ
か
、

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
引

き
つ
づ
き
松
く
い
虫
駆
除
対
策
に
つ

と
め
る
と
と
も
に
山
間
地
の
開
発
、

林
産
物
の
搬
出
の
た
め
林
道
の
新
設

改
良
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

単
県
事
業
で
十
地
区
、
単
市
事
業
で

七
十
四
地
区
の
用
排
水
路
、
農
道
等

の
改
良
事
業
を
実
施
し
、
四
地
区
の

県
営
事
業
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

所
定
の
市
費
負
批
分
を
計
上
す
る
と

と
も
に
ほ
場
整
備
事
業
を
は
じ
め
各

土
地
改
良
区
の
事
業
に
対
す
る
助
成

を
見
込
み
、
早
期
完
成
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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中
小
企
業
対
策

　
の
強
化

　
商
工
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気

停
滞
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
巡
回
商

工
相
談
、
経
営
指
導
、
共
同
店
舗
の

育
成
指
導
な
ど
中
小
企
業
振
興
対
策

を
重
点
に
お
い
た
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
特
に
五
十
二
年
度

は
、
本
町
康
生
西
地
区
の
都
市
再
開

発
事
業
完
成
後
の
広
域
商
業
診
断
を

尖
施
し
、
今
後
の
商
工
行
政
の
指
針

と
す
る
ほ
か
本
格
的
な
工
事
に
と
り

か
か
る
国
鉄
岡
崎
駅
を
中
心
と
し
た

南
部
地
域
の
小
売
業
近
代
化
調
査
も

あ
わ
せ
て
実
施
し
、
こ
の
地
区
の
構

造
改
善
を
進
め
る
た
め
の
資
料
に
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
金
融
対
策
と
し
ま
し
て
は
．
従
来

か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
小
口
事
業
資

金
．
㈲
工
業
振
興
資
金
、
転
開
業
資

命
等
各
種
の
融
資
制
度
を
充
実
さ
せ

る
た
め
五
十
二
年
度
も
五
憶
三
千
五

百
万
円
の
預
託
金
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

　
観
光
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
桜

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
事
業

の
委
託
経
賞
を
見
込
み
、
観
光
案
内

板
の
設
置
、
桑
谷
キ
ャ
ン
プ
場
の
駐

車
場
と
遊
歩
道
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

快
適
な
都
市
づ
く
り

　
土
木
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

関
連
道
路
の
整
備
と
景
気
浮
揚
策
と

し
て
、
臨
時
市
町
村
道
幣
備
事
業
に

五
億
七
千
万
円
を
見
込
み
、
道
路
、

橋
り
ょ
う
の
新
設
改
良
、
舗
装
整
備

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
舗
装
関
係
で
は
、
市
内
一
円

の
舗
装
新
設
、
修
繕
に
三
億
七
千
四

百
万
円
を
、
道
路
改
良
で
は
、
箱
柳

岩
中
線
ほ
か
八
路
線
、
橋
り
ょ
う
で

は
伊
賀
川
に
架
る
梅
平
僑
ほ
か
六
橋

に
三
億
五
千
三
百
余
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
の
整
備
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
百
二
十
四
箇
所
の
側
溝
修
繕

を
予
定
し
、
工
事
に
対
す
る
関
係
受

益
者
の
負
担
を
三
分
の
一
か
ら
五
分

の
一
に
軽
減
す
る
と
と
も
に
狭
あ
い

な
道
路
の
側
溝
の
蓋
設
置
工
事
の
事

業
費
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
河
川
改
良
に
つ
い
て
は
、
小
呂
川

ほ
か
六
河
川
お
よ
び
伊
賀
川
地
内
排

水
路
ほ
か
十
一
排
水
路
の
改
修
工
事

を
行
い
各
流
域
の
防
災
と
環
境
整
備

を
ぼ
か
り
。
水
防
費
で
は
水
防
倉
庫

の
改
築
、
修
繕
に
つ
と
め
て
ま
い
り

ま
す
。

市
民
総
ぐ
る
み
の

　
　
　
交
通
安
全
運
動

　
昨
年
の
岡
崎
警
察
署
管
内
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
は
二
十
五
名
の
多

き
に
の
ぼ
り
、
交
通
事
故
撲
滅
は
巾

民
の
悲
願
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新

年
皮
は
、
交
通
安
全
意
識
の
高
拗
と

市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
交
通
弱
者
保

護
の
た
め
の
歩
道
設
置
、
防
護
柵
な

ど
の
設
置
を
急
ぎ
、
事
故
の
防
止
に

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
都
市
計
画
街
路
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
庫
補
助
に
よ
り
伝
馬
町
線

の
改
良
、
舗
装
、
岡
崎
環
状
線
の
舗

装
の
ほ
か
、
県
費
補
助
事
業
と
し
て

は
、
岡
崎
一
色
線
の
改
良
を
予
定
い

た
し
、
臨
時
市
町
村
道
整
備
事
業
の

対
象
と
し
て
、
大
平
田
口
線
、
井
田

町
線
の
改
良
舗
装
工
事
の
尖
施
を
見

込
み
、
こ
れ
ら
街
路
事
業
費
の
総
額

で
五
位
七
千
七
百
余
万
円
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
町
康
生
西
第
二
市
街
地
再
開
発

事
業
も
、
五
十
二
年
度
完
成
を
目
指

し
鋭
意
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
最
終
年
度
と
し
て
所
定
の
国

県
補
助
金
を
見
込
み
。
総
額
二
億
八

千
二
百
余
万
円
の
事
業
費
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
緑
化
事
業
を
推
進

　
緑
化
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五

十
一
年
度
は
特
に
市
制
施
行
六
十
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
広
く
市
民
総

参
加
の
植
樹
も
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
五
十
二

年
度
も
さ
ら
に
こ
の
緑
化
を
推
進
さ

せ
る
た
め
公
園
、
街
路
、
河
川
堤
等

公
共
施
設
の
植
樹
に
五
千
六
百
万
円

を
計
上
し
、
緑
を
大
切
に
育
て
る
た

め
の
管
理
体
制
の
強
化
も
は
か
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
岡
崎
駅
西
土
地
区
両
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
。
岡
崎
駅
西
線
以
北

の
羽
根
町
を
主
体
に
仮
換
地
を
指
定

し
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
い
た
し

ま
す
所
要
経
費
と
し
て
三
億
四
千
八

百
余
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
組
合
施
行
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
組

合
が
施
行
中
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
組

合
の
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
は
か
る

た
め
事
業
費
補
助
金
。
併
入
金
の
利

子
補
給
に
加
え
指
導
関
係
職
員
人
件

費
の
全
額
助
成
措
置
な
ど
総
額
で
二

億
五
千
四
百
余
万
円
を
見
込
み
組
合

助
成
の
強
化
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

　
公
営
依
宅
の
姓
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
仁
木
団
地
、
雲
雀
団
地
に
計
百

二
十
戸
を
計
幽
い
た
し
て
お
り
。
雲

雀
団
地
は
、
土
地
の
高
度
利
用
を
は

か
る
た
め
、
建
替
え
に
よ
る
中
層
五

階
建
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
降
雨
等
の
災
害
に
よ
り
浸
水
被
害

を
受
け
た
家
崖
の
か
さ
上
げ
、
盛
土

を
す
る
場
合
の
資
金
を
融
資
す
る
制

度
を
発
足
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
下
水
路
の
整
備
事
業
と
い
た

し
ま
し
て
は
。
大
門
ポ
ン
プ
場
の
建

設
、
早
川
二
号
幹
線
の
工
事
費
を
計

上
し
、
災
害
の
防
止
に
つ
と
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
庁
舎
の
建
設
と

　
　
地
震
対
策

　
消
防
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
災

体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
消
防
力
の

近
代
化
を
は
か
る
た
め
、
二
箇
年
計

画
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

の
消
防
庁
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
予

定
で
、
一
億
六
千
八
百
余
万
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
、
防
火

川
水
と
飲
料
水
の
備
蓄
を
か
ね
た
両

期
的
な
対
震
用
防
火
水
そ
う
を
築
造

し
、
防
災
休
制
を
充
実
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
公
害
防
止
に

　
　
監
視
体
制
の
強
化

　
環
境
保
全
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
を
通
過
す
る
国
道
一
号
線
、
新



-
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-

幹
線
、
東
名
商
速
逆
路
の
交
通
公
害

対
策
と
し
て
。
騒
音
、
振
動
測
定
機

器
を
充
実
し
、
公
害
の
防
止
、
監
視

休
制
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
復
旧
関
係
で
は
、
災
害
の
早

期
復
旧
に
万
全
を
期
し
、
道
路
、
河

Ｉ
ＸＩ

１

前年対比

教
育
施
設
等
各
費
目
に
予
算
計

昭和52年度予算の概要
122.1
-
287.4

上
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
総
務
費
関
係
で
は
、
消

防
庁
舎
建
設
に
関
連
し
地
下
に
公
用

車
駐
車
場
の
建
設
と
本
庁
舎
七
階
の

特
別
会
計

　
国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
に
つ
い
て
は

利
用
者
の
要
望
に
こ
た
え
、
会
議
室
、

娯
楽
室
等
の
増
築
工
事
を
実
施
し
、

周
辺
の
環
境
整
備
の
た
め
の
所
要
経

費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
四
次
下
水
道
整
備
五
簡
年
計
画
を

基
本
と
し
た
而
的
整
備
を
重
点
と
し

た
公
共
下
水
道
に
七
億
余
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
市
施
行
の
土
地
区
両
整
理
事
業
の

95.6
-
99.3

-
679.7
-
109.1
-
102.0
-
128.6
-
119.9
-
156.2
-
100
-
141.2
-

75.4
-

108.6
-
121.3
-

120.4
-

120.8

Z－－㎝

114.9

差引(A|－(BI

　　　　　　刊
　4 084 000

　　　　5,222

　　123,458

　　210,250

△　27,747

△　5,783

　　117,668

　　　1,786

　　280,000

　　885,719

　　　25,003

　　　32,832

　　　　　　0

　　109,896

△　38.943

　1,719.361

　　521,055

　　564,774

1,085,829

6,889.190

51年度予算額剛52年度＼額叫

988,800

　23,657

　65.866

趾

　637,833

　776,908

　　20,299

　　19,590

13.833,233

　3,098,836

　125,393
一一
　　58.419

　　　　7

　266.797

　158,274

20,048,214

㎜
2,444.071

2,770,030

5,214.101

46,251,115

25,072､800
-
　28,879

　189.324

1.173.352

　610,086
-
　771,125

　137,967
-
　21.376
-
14,113,233

3,984,555

　150,396

　91.251

　　　7

　376,693

　119,331

21,767,575

2,965,126

3,334,804

6,299,930

53,140,305

　会　　計　別

一　般　会　計

食肉センター

国民宿舎桑谷山荘

下　　水　　道

中部上地区R1tS理

南部土地区画整理

±涙面整理事裏清算金

公　益　質　屋

競　艇　事　業

国民S!康保険事業

農業共済事業

証　紙　収　入

工場等建設

継統なi約集合支払

堆子計算組織

特　別　会　計

病　院　事　業

水　道　事　業

企　業　会　計

　介　　　計

改
装
を
見
込
み
、
災
害
対
策
に
防
災

読
本
を
製
作
し
。
「
こ
だ
ま
号
」
を
更

新
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
っ

と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

０
０
０

う
ち
、
中
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
関
係
者
の
ご

協
力
の
も
と
に
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
五
十
二
年
度
が
最
終

年
度
と
な
り
、
地
区
内
の
公
共
施
設

の
整
備
、
物
件
補
償
等
の
事
業
費
六

億
一
千
余
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。企

業
会
計

　
市
立
岡
崎
病
院
に
新
病
棟

　
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
つ
づ
き
第
三
期
拡
張
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
が
、
五
十
二
年
度
は

北
部
浄
水
場
の
場
内
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
細
川
町
地
内

の
取
水
施
設
工
事
を
は
じ
め
、
本
宿

町
、
柱
町
、
矢
作
町
な
ど
の
水
道
管

布
設
、
明
神
橋
の
改
築
に
伴
う
水
道

管
の
布
設
替
え
等
水
道
網
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

一
般
改
良
工
事
と
経
常
経
費
を
あ
わ

せ
、
三
十
三
億
三
千
四
百
余
万
円
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
病
院
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医

療
の
高
度
化
に
即
応
す
る
施
設
の
充

　
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
五
十
三
年
皮
の
工
事
完

成
を
口
ざ
し
、
ヒ
億
七
千
百
余
万
円

を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
、
医
療
技

術
の
高
度
化
に
よ
り
、
保
険
給
付
費

等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
前
年
度
対
’

比
で
二
十
八
こ
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
増
、

三
十
九
億
八
千
四
百
余
万
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
、
極
力
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
を
は
か
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

０
０
０

実
と
医
療
機
器
の
導
入
を
は
か
る
と

と
も
に
救
急
医
療
に
備
え
て
医
師
公

舎
の
増
設
を
計
山
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
三
年
計
画
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
リ
ハ
ピ
リ
、
検
査
、
病
室
棟
も
最

終
年
度
と
し
て
鋭
意
工
事
に
と
り
か

か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
の

完
成
に
よ
り
、
ベ
ッ
ド
数
の
増
加
を

は
じ
め
と
し
て
各
部
門
の
一
段
の
充

実
が
は
か
ら
れ
、
医
療
機
械
に
つ
い

て
は
、
特
に
五
十
二
年
度
は
、
検
査

関
係
機
器
を
巫
点
に
各
極
の
最
新
の

機
器
を
導
入
し
、
市
民
の
健
康
保
持

に
資
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
総

額
二
十
九
億
六
千
五
百
余
万
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
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三
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
補
正
一

予
算
は
、
一
般
会
計
五
位
一
千
七
ほ
　
　

三
十
六
万
九
千
円
、
特
別
会
計
十
三
一

億
三
千
三
百
五
十
九
万
七
千
円
の
追
　
　

加
と
企
業
会
計
一
位
三
千
九
百
二
十
　
　

二
万
二
千
円
の
減
額
で
、
こ
れ
に
よ
　
　

り
本
年
度
予
算
総
額
は
五
百
四
億
六
一

千
五
百
三
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
］

　
今
回
の
袖
正
の
主
な
内
容
は
、
次
一

の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
会
計
追
加
経
費
の
主
な
も
の
一

は
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得
土
地
几

係
る
繰
上
償
還
金
を
會
む
土
地
購
入
一

費
、
昭
和
五
十
四
年
度
着
工
を
メ
ド
　
　

・･゛ｔ４へ.⌒･r1w･

と
す
る
博
物
館
建
設
基
金
の
禎
立
金
へ

一
億
円
な
ど
の
追
加
、
ま
た
。
減
額

経
費
の
主
な
も
の
は
、
県
住
宅
供
給

公
社
受
託
に
係
る
水
路
改
修
工
事
費

等
の
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
分
。
国

庫
支
出
金
の
確
定
に
伴
う
街
路
事
業

費
等
、
そ
の
他
各
種
経
費
の
執
行
差

額
な
ど
の
減
額
補
正
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
各
事
業
会
計
と

も
事
業
量
の
増
加
に
よ
る
追
加
と
執

行
差
額
の
減
額
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
事
業

費
の
補
正
を
し
て
お
り
ま
す
。
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移
転
す
る
と
こ
ろ

　
岩
津
町
字
塊
ノ
上
二
六
番
地
二

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
内
（
二
四
八
号

線
沿
い
北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
隣
り
）

　
新
し
い
支
所
で
は

　
　
模
写
電
送
装
置
も

写
電
送
装
置
を
と
り
い
れ
、
み
な
さ

ん
の
便
穴
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
岩
津
地
区
の
み

な
さ
ん
は
、
岩
津
支
所
、
ま
た
は
市

民
課
、
六
ッ
美
支
所
な
ど
電
送
装
置

の
あ
る
自
分
の
都
合
の
よ
い
窓
口
で
、

　
支
所
で
は
、
戸
籍
、
住
民
票
な
ど
　
　
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
等

を
写
真
電
送
に
よ
っ
て
作
成
す
る
模
　
　
の
発
行
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

Ｎ
士
卜

ｒ
‐
‐
1
1
1
1
1
1
1
9
”

ｊ岩津市民－

１　　センター

丿
農
畜
産

主
催

日
時

会
場

品
目

‐
＝
＝
‐
ｊ

　
二
四
八
号
線

言

　
　
　
ま
す
。

　
　
　
参
観
日
に
は

　
　
　
　
ぜ
ひ
ど
う
ぞ

　
　
　
四
月
十
八
日
に

よ
元
工
式
が
行
わ
れ

　
　
四
月
十
九
日
か
ら

　
　
二
十
二
日
ま
で
を

　
　
　
一
般
参
観
日
と
し

　
　
て
開
放
し
ま
す
の

　
　
で
、
ぜ
ひ
お
出
か

　
　
け
く
だ
さ
い
。

　
　

物
展
示
品
評
会

岡
崎
市
農
業
祭
実
行
委
貝
会

四
月
九
日

午
前
十
時
～
正
午

甲
山
会
館

い
ち
ご
、
な
す
、
き
ゅ
う
り

睨
葉
柚
物
、
鶏
卵

‰

そ
の
他

　
品
評
会
出
品
物
は
、
九
・
十
日
、

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

　
篭
田
公
園
で
開
催
の
即
売
会
で
、

　
販
売
い
た
し
ま
す
。
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土
地
の
開
発
行
為
を
し
よ
う
と

　
　
す
る
と
き
は
協
議
が
必
要
で
す

　
‐
法
令
の
許
認
可
の
申
請
等
の
前
に
Ｉ

　
私
た
ち
の
住
む
社
会
を
住
み
よ
く

働
き
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、

工
場
、
農
地
。
緑
地
な
ど
を
計
画
的

に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
市
域
の
無
秩
序

な
開
発
を
防
止
し
、
自
然
環
境
の
保

全
や
、
公
害
ま
た
は
災
害
の
防
止
な

ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
総
合
的

な
見
地
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
そ
こ
で
、
岡
崎
市
で
は
、
「
岡
崎

市
土
地
開
発
行
為
事
務
指
導
要
綱
」

を
つ
く
り
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
．
土
地
開
発
行
為
を
行
お
う

と
す
る
か
た
に
対
し
て
．
法
令
に
基

づ
く
許
認
可
の
申
請
等
の
前
に
、
事

業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
　
対
象
と
な
る
開
発
行
為

　
そ
の
土
地
の
区
域
の
実
測
面
積
が

三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
行

為
（
住
宅
用
地
、
工
場
用
地
、
商
業

用
地
、
農
業
川
地
、
ゴ
ル
フ
場
川
地
．

レ
ジ
ャ
ー
用
地
等
の
造
成
、
土
石
の

住
宅
か
さ
上
げ
資
金
融
資
あ
つ
せ
ん
上

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
盛
土
す
る
工

事
）

③
融
資
の
条
件
↓
融
資
金
額
二
百
万

円
以
内
、
融
資
利
率
年
六
・
五
八
Ｉ

採
取
、
鉱
物
の
掘
採
、
水
面
の
埋
め

立
て
、
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
そ
の
他

の
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画
形
質
の

変
更
を
い
う
）

　
な
お
、
一
団
の
土
地
が
協
議
を
要

す
る
面
積
で
あ
れ
ば
、
当
面
そ
の
一

部
の
土
地
に
つ
い
て
開
発
行
為
を
行

う
場
合
で
も
協
議
が
必
要
で
す
。

　
　
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
は
…
…

　
あ
な
た
が
協
議
の
巾
し
出
を
し
な

か
っ
た
り
、
協
議
の
結
果
、
不
適
当

と
さ
れ
た
土
地
開
発
行
為
を
行
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
協
議
の
申
し
出
を

す
る
よ
う
に
、
ま
た
は
工
事
を
中
止

す
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
勧
告
を
受
け
た
の
に
、

セ
ン
ト
、
返
済
期
間
十
布
～

還
方
法
毎
月
元
利
均
等
償
還

自
己
所
有
の
不
動
産

④
巾
し
込
み
は
↓
四
月
一
日

設
部
住
宅
課
（
電
二
三
－
六
四
六
五

へ

勤
労
者
住
宅
・
宅
地
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
↓

申
し
込
み
の
資
格
　
市
内
に
居
住
し
　
　
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
▽
返
済
期
間
　
住

て
い
て
、
引
き
続
き
三
年
以
上
同
一
　
　
宅
資
金
　
十
年
以
内
、
土
地
資
金

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
か
た

融
資
あ
つ
せ
ん
限
度
額
　
・
住
宅
を

新
増
築
す
る
場
合
　
二
百
五
十
万
円

・
土
地
付
き
の
中
古
住
宅
を
購
入
す

る
場
合
　
三
百
五
十
万
円
・
土
地
付

き
の
分
譲
住
宅
を
購
入
す
る
場
合

五
百
万
円
・
住
宅
を
建
て
る
た
め
の

土
地
を
取
得
す
る
場
合
　
二
百
五
十

万
円

　
た
だ
し
、
前
年
度
所
得
の
範
囲
内

融
資
条
件
　
▽
融
資
利
率
　
年
利
六

七
年
以
内
▽
保
証
人
　
二
名
▽
担
保

物
件
　
融
資
金
で
取
得
し
た
土
地
、

家
屋
　
た
だ
し
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
保
留
地
を
取
得
す
る
場
合
、
保

証
人
の
・

住
宅
融
・

残
額
に
一

ト
）
を
・

れ
に
替

申
し
込

宅
課
（
　
　

● ● ' ｀ ゝ 〆 ∽ ‘ S ･ f が へ 、 ､ . ■ ■ ■ ％ , ､ が ゛ ' ・ . ^ ⌒ ･ ^ r ･ か ｀ . 、 ^

そ
れ
を
無
視
し
て
土
地
開
発
行
為
を

行
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
お

よ
び
勧
告
の
内
容
が
公
表
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
等

を
行
わ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
る
な
ど

の
、
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

ｉ
Ｏ

Ｌ
Ｖ

協
議
の
申
し
出
・
問
い
合
わ
せ

-、厚

電生先
二経

済
部
環
境
課
自
然
保
護
係

三
－
六
一
九
二
）

美
容
と
健
康

隠
０
　
≒
リ

禁|χ
９
ぐ
。
　
　
｜

ス
ポ
ー
ツ
　
ー
弗
素
｝
　
女
一

岡
崎
市
休
育
館
善
㈲
軽

ッ
前
鼠
女
性
龍
漆
嶽

休
育
館
職
貝

貨
務
五
月
六
日
（
金
）
上
八
月
二

十
四
日
（
金
）
、
十
五
回
　
毎
週
月
・

金
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

ふ
恋
蔀
三
十
ち

●
四
月
一
日
か
ら

岡崎市の人口

昭和52年３月１日現在、住民基本

台

m

と外国人登録人口による　　

）

　前月比

356人増

159人増

515人増

187世帯増

119,537人

122,045人

241,582人

　70,537世帯

　男

　女

　計

世帯数

Ｑ
乙
恋
酉
千
六
百
五
十
円
（
ス
ポ
ー

　
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

簾
㈲
酉
運
動
服
、
室
内
靴

≪
；
ｉ
ａ
ｓ
M
i
参
加
費
と
印
か
ん

を
ご
持
参
の
う
え
、
岡
崎
市
体
育
館

受
け
付
け
（
電
五
三
－
Ｔ
八
一
一
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉

部
児
童
課
綸
付
係
（
電
二
三
－
六
一

五
〇
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



か　ざ　き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

青
少
年
教
養
講
座
で

　
　
豊
か
な
文
化
と
明
る
い
心
を

受
講
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た
は

お
　
在
勤
で
、
二
十
五
歳
未
満
の
勤
労
青

　
　
少
年
の
か
た
。

市政だより11 ―　昭和52年４月１日
-

　
受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
、
教
材
費
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
受
け
付
け
　
四
月
六
日

　
（
水
）
午
後
一
時
か
ら
、
定
貝
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
①
講

座
名
（
料
理
の
場
合
、
曜
日
を
記
入
）

②
氏
名
　
③
生
年
月
日
　
④
住
所
・

電
話
番
号
　
⑤
勤
務
先
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
岡
崎
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
〒
四
四
四
　
上
六
名
町
字

法
屋
八
・
電
五
一
－
四
一
〇
四
）
へ

申
し
込
む
か
、
直
接
ホ
ー
ム
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

昭和52年度前期定期講座のご案内

　
開
館
時
間

▽
平
日
↓
午
後
一
時
～
九
時
　
▽
日

曜
↓
午
前
十
時
１
午
後
五
時
（
月
曜

・
祝
日
は
休
館
）

講　座 期　　間 唯日 時　　間

料　　理 4 月2G日　～9月l3日^'^回 ？ ■v後6時00分～8時軸分

英　会　話 4??7M13日20回 ？ 午隆
6 時30分～8畔30分

いけぱな ４四脳G201[ll ？ 午後
６時α》分～8時30分

科　　理 ４貿恥Ｈ回 ？ 乍後
6叶00分～B鴫0分

書　　辻 叩顎7H 20回 ？ 午後
６時30分～8時30分

写真の写し方 ４回ら911}川 ？ 午後
6時30分～8時3ひ分

料　　理 リ?‰B 20回？ 午後
H時W分- 8IS30分

茶　　iS ﾂ‰2叩 ？ 午後
6時00分－a時30分

予　　叫
4問‰.,[叫 ツ 乍後

6時30分~8時30分

キ　タ　ー ４??貝16n 20回 ツ 乍ti
６時部分～8畔30分

着初着f･j ４?到一!2["] ソ 乍筏
6時30分～8時30分

スクエアダンス 4 f!Z2臨 20回 ツ 午後
６時3り分～8時30分

簿　　記 ４と?晋}II6日20回ツ ￥限
６時a<分～a時o分

白
ゆ
り
資
金
の
ご
利
用
を

　
貸
付
限
度
額
　
▽
生
活
資
金
↓
二

万
円
　
▽
結
婚
支
度
資
金
↓
十
万
円

▽
入
学
支
度
資
金
↓
⑦
大
学
入
学
者

五
万
円
　
④
高
校
入
学
者
三
万
円

　
利
　
息
　
無
利
子

　
返
済
方
法
（
い
ず
れ
も
三
ヵ
月
す

え
置
き
期
間
を
含
む
）
▽
生
活
資
金

↓
十
三
ヵ
月
　
▽
結
婚
支
度
金
↓
十

八
ヵ
月
　
▽
入
学
支
度
金
↓
⑦
大
学

入
学
者
十
八
ヵ
月
　
④
高
校
入
学
者

十
三
ヵ
月

　
保
証
人
　
二
名

区
母
子
福
祉
会
役
貝

崇
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　
（
電
二
三
－
六
一
五

三
）
　
へ
お
尋
に
ね
く
だ

さ
い
。

　
入
学
・
進
学

亘
Ｅ
鮮

　
支
給
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
母

子
家
庭
で
、
四
月
に
小
学
校
入
学
ま

た
は
中
学
校
進
学
の
児
童

　
祝
金
額
　
小
学
校
二
千
円
、
中
学

校
三
千
円

　
申
請
期
限
　
四
月
十
日

　
く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
部
福
祉

事
務
所
福
祉
係
（
電
二
三
－
六
一
五

三
）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

身

体●
障
害
者

－
　
―
・
－
　
‐
＝
－
－
１

四
月
定
例
巡
回
相
談

　
主
催
　
愛
知
県

　
相
談
科
名
　
９
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
に
対
す

る
医
学
的
判
定
な
ど
そ
の
他
一
般
と

補
装
具
の
業
者
出
張
相
談

　
日
時
　
四
月
二
十
六
日
（
火
）
受

け
付
け
時
間
－
午
前
十
時
～
十
二
時

診
断
時
間
１
午
後
一
時
～
三
時
　
一

般
相
談
－
午
前
十
時
１
午
後
三
時

　
場
所
　
岡
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

く
わ
し
く
は
、
地
　
　
‐
（
欠
町
　
束
公
園
西
・
電
二
四
－

一
七
五
四
）

　
巡
回
相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
福
祉
事
務

所
福
祉
係
（
電
二
三
－
六
一
五
四
）

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
会
社
、
事

業
所
等
か
ら
の
ま
と
め
て
の
利
用
は

愛
知
県
身
休
障
害
者
更
生
相
談
所
（

電
○
五
二
－
六
八
二
－
三
五
六
一
）

で
予
約
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
食
事
の
施
設
が
な
い
の
で
、

弁
当
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
社
会
福
祉
部
　
０

４月中の巡回健康相談
Ｄ

相談内容　血圧測定　　検尿

　　　　　保健指導　　乳幼児相談

　　　　　その他

相談員　保鯉婦３名

(保健課保健係・電23－6179)程　表日

日　　　　時 場　　所

４月１日剛 午後１時30分～午後３時30分 東阿知和ｌ区公民館

４月6 口吻
午前９時30分～午前11時30分 安戸町公民館

午後１時30分～午後３時30分 大仰町公民館

４月８日剛
午前?i時30分～午前11時30分 森越町八幡宮社務所

午後１時30分～午後３時30分 勧越町公民館

４月15日剛 午後１時30分～午後３時30分 川向町公民館

４月20日俐
午前９時30分～午前ｎ時30分 上里町公民館

午後１時30分～午後３時30分 藪田町公民館

４月22日吻
午前９時3O分～乍前ｎ叶30分 束本m町正法寺

午後１時30分～午後３時30分 新畑町神礼社務所
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①
／－ターロ径
13 ミリメートル

お宅<r）排水処理区域を次の表のＡ・Ｂ・Ｃから判断し、当該記号の欄と「使用水量のお知ら
せ」をみて、その使用水最と交わったところの金額

② 20 ミリメートル ①の金頷に　400円を加算してください。

③ 25ミリメートノレ (Dの金額に1.000円を加算してください。

Ａ 乙川以北の下水処坪区域（使川水量に係る水道料金の30％が下水道使川料として加算してあります）

Ｂ 乙川以南の下水排水区域（使用水最に係る水道料金の15％か下水道使用料として加算してあります）

Ｃ Ａ・Ｂ区域外　　　（下水道使川料なし）

‾こiへjご Ａ Ｂ Ｃ √いこじ Ａ Ｂ Ｃ

1 m' 532円 528円 525円 51 111' 3,711円 3,340円 2,970円

565 557 550 52 3，802 3,42i 3,040

597 586 575 53 3，893 3,501 3,110

４ 630 615 600 54 3，984 3，5K2 3,180

662 643 625 55 4.075 3,662 3.250

６ 695 672 650 56 4，166 3,743 3.320

７ 727 701 675 57 4.257 3.823 3,390

760 730 700 58 4，348 3,904 3.460

９ 792 758 725 59 4，439 3．984 3.530

10 825 787 750 60 4，530 4，065 3.600

ｎ 857 816 775 61 4.621 4,145 3.670

12 890 845 800 62 4.712 4，226 3.740

13 922 873 825 63 4.803 4，306 3.810

14 955 902 850 64 4 .894 4,387 3.880

15 987 931 875 65 4,985 4,467 3.950

16 1.020 960 900 66 5，076 4,548 4.020

17 1,052 988 925 67 5.167 4.628 4,090

18 1.085 1.017 950 68 5.258 4.709 4,160

19 1，117 1,046 975 69 5,349 4.789 4,230

20 1，150 1,075 1.000 70 5.440 4.870 4.300

21 1.228 .1.144 1.060 71 5.531 4.950 4,370

22 1，306 1，213 1,120 72 5,622 5，031 4.440

23 1,384 1.282 1，180 73 5.713 5.111 4.510

24 1，462 1.351 1.240 74 5，804 5.192 4.580

25 1.540 1 .420 1 .300 75 5,895 5,272 4.650

26 1.618 1.489 1 .360 i　　　76 5,98S 5,353 4.720

27 1.696 1,558 1,420 77 6,077 5,433 4,790

28 1，774 1,627 1 .480 78 6.168 5.514 4,860

29 1.852 1，696 1 .540 79 6,259 5,594 4,930

30 1,930 1 ,765 1 .600 ｜　　　　80 6,350 5,675 5.000

31 2，008 1,834 1.660 81 6,441 5.755 5,070

32 2,086 1,903 1.720 82 G, 532 5.836 5,140

33 2，164 1.972 1.780 S3 6,623 5,916 5,210

34 ２、242 a, 041 1 .840 84 6,714 5,997 5,280

35 2.320 2,110 1,900 85 6.805 6,077 5,350

36 2，398 2,179 1，960 86 6.896 6,158 5，420

37 2,476 2.248 2,020 87 6.987 6,238 5.490

38 2,554 2，317 2,080 88 7.078 6,319 5,560

39 2.632 2,386 2，140 89 7，169 6.399 5，630

40 2,710 2,455 2,200 90 7.260 6，48C 5.700

41 2,801 2,535 2,270 91 7,351 6,560 5.770

42 2,892 2,616 2.340 92 7,442 6,641 5,840

43 2,983 2,696 2.410 93 7.533 6,721 5,910

44 3.074 2,777 2.480 94 7,624 6，802 5，980

45 3,165 2,857 2.550 1　　　95 7,715 6，882 6，050

46 3，256 2,938 2.620 96 7，806 6,963 6，120

47 3,347 3,018 2，690 97 7，897 7.043 6，190

48 3，438 3,099 2，760 98 7,988 7,124 6,260

49 3,529 3，179 2,830 99 8.079 7,204 6，330

50 3,620 3，260 2,900 1( ○ 8.170 7,285 6.400
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くらしの

水道ガイド⑤
水道料金のお支払い

・ ● 　 Ｉ

■水道料金のお支払いには

現在、町内会等による集金

制、納付制、銀行口座自動

振替制、集金制などがあり

ます。

圃留守がちのお宅などは銀

行口座自動振特llfl]が便利で

す。

■集金は2 ヵ月ごとにおう

かがいいたします。　また、

領収河はよく確かめて大切

に保{I:しておきましょう。

■集金にうかがったときは

つぎのことにご協力くださ

●犬は放し飼い

にせず、かなら

ずつないでおき

ましょう。

●なるべくおつり銭のいら

ないようご用意ください。

※お願い…自動車のタイヤは処理できないので、出さない

　　　　　でください。

岡
崎
市
奨
学
生
募
集

　
経
済
的
な
理
山
に
よ
っ
て
学
資
が

乏
し
く
、
修
学
困
難
な
か
た
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し

　
　
ま
す
。

　
　
　
資
格
と
条
件

　
　
①
市
内
に
三
ヵ
年
以
上
住
所
を
有
す

　
　
る
か
た
。
②
品
行
方
正
、
身
体
強
健
、

日
　
成
績
優
秀
、
志
操
曜
実
な
か
た
。
③

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
修
学
困

難
な
か
た
。
④
日
本
育
英
会
奨
学
金
、

女
子
福
祉
修
学
資
金
お
よ
び
そ
の
他

の
奨
学
金
の
予
約
決
定
ま
た
は
支
給

を
受
け
て
い
な
い
か
た
。
⑤
奨
学
金

を
申
請
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、
高

校
・
大
学
に
合
格
ま
た
は
入
学
さ
れ

た
か
た
。

　
申
請
期
間

四
月
十
五
日
（
金
）
上
二
十
日
（
土
）

　
奨
学
金
の
額

▽
大
学
在
学
Ｌ
月
額
四
千
円

▽
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
枚
在
学

　
↓
月
額
二
千
円

　
申
請
書
の
交
付

　
四
月
一
日
（
金
）
か
ら
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
学
事
係
で
交
付

　
審
査
と
決
定
通
知

　
奨
学
金
支
給
審
査
委
貝
会
で
審
在

決
定
し
、
迦
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他

　
こ
の
奨
学
金
は
貸
与
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
返
済
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
卒
業
後
の
就
職
・
進
学
な
ど

に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ごみ(勁4t、謡)の収集を

休みます

　4 月29日(金)天皇誕生日は、国民の祝日に

あたりますので、ごみの収集を休みます。

四
月
後
期

Ａ
Ｙ

帽
Ｕ

粗
大
ご
み
収
集
Ａ
Ｙ

　各町内できめられた机大ごみ持ち寄り場所へ、

収集日の午前８時30分までに持ち出してください。

　なお、資源再利用となる古新聞･雑誌類･衣服類

も、ヒモでしっかりしばって持ち出してください。

　日　程　表　（衛生センター・電22－5436）

月　日 収　集　火　佑町　名

4 月16H (土） 伝馬通i丁目・２丁目

４月18日（月） 東六供．東六供北、六供新

４月19日（■k) 梅園１丁目・2 y日・３丁目、三葉台

４月20H (水）｜稲熊１区■ 2区・３区．箱柳

４月21日（木） 康生通東、南濃生、虞生通西

４月2211 (金） 本町Si 1丁月■ -I丁il - 3丁目、八幡

４月23日く土） 連尺通

４月25 f□月） 板屋、田町．康上

４月26日（火) 八帖、末広、峨北

４月27日（水） 材木１丁目･２丁目・３丁目､西魚､魚町

４月28 日{木） 能見北、束能見、能見巾

４月30 H (土） 能見通１丁目
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-ヽご寄付・ご寄贈を
　　　　ありがとうございましたi

（２月14日～３月13日受付分敬称略）
）萩原電気株式会社（名古屋市）

;ト三後勝弘（梅園町）●･原田しの

〉（十王町）●･・株式会社松坂屋岡崎

ﾐ店（康生通西）･・鈴木鎌次（美合

1町）･・山田治夫（高隆寺町）･・関

；根政雄（桑谷町）●･磯貝志よ子（

5竜泉寺町} 小島とめ（蓑川町）

り・岡崎めん類組合員（中町）?火

く元栄三（十王町）卜・大樹寺保育園

母の会（鴨田町）･・中園保育園母

の会（中園町) 根石保育園父母

の会（栄町) 六ッ美中保育園母

の会（下青野町) 矢作北保育園

母の会（橋目町）･･･東京海上火災

保険株式会社（東京都千代田区）

･･富樫きみ・昌義（竜泉寺町）･・

加藤唯一（山綱町) 矢作南学区

総代会（大和町）●･岩武宏祐（稲

熊町) 昭和51年度総合福祉セン

ター簡易心身障害児通園事業卒園

児保護者（筒針町）･・明るい社会

づくり岡崎地区委員会（栄町）

･･株式会社宮本工業所（富山市）

明大寺町）S･･野田耕造（明大寺町）

･･加藤美子（元能見町）･・岡崎市

勤労青少年ホーム利用者連絡会（

上六名町）･’山本順也（東京都千〉

代田区) 山本つや子(鉢地町)

●･鈴木一秋（本宿町）S･・根石小学

校昭和25年度卒業生一同（美合町）

●･筒井徳重（上地町) 六ッ美中？

学校第５回卒業生有志一同「下吠

一‥‥‥一一」一..､...J. 人I野町）･･岡崎市老人クラブ連合会

　（十王町）●東レ株式会社岡崎事

業場第二製糸課第二紡糸掛(矢作

町) 岡崎ロータリークラブ（康

生通西）●岡崎市婦人連絡協議会
(lU]大寺町) 南中学校第30回卒く

Iﾐｰ　_ﾐ＝　　－　/._.1.』....-~ゝ　－　A.*.
__t_●.r● /

業生父兄一同（戸崎町）･･鈴木順５

次
Ａ

（竜泉寺町) 広幡小学校ＰＴ）

（広幡町) 矢作東学区婦人会く

（矢作町) 鈴木喜代治（駒立町）

●･ジャスコ株式会社岡崎店（本町

通）･･･美合小学校父母と先生の会

　（岡町）･・梅園学区総代会（六供

町）

？

’
Ｉ
／
‐
『
ｔ
。
．
ｆ
‐

；W"|^･み･＼●-≪-k 'ﾆ|｣-|ニ3゛↑'-↑ヅに“4 ‘゛¨:ツ:≒　　"‘'　　　　　　　　　　　　　　)

くト岡崎高校青少年赤十字同好会(　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ら、一片ur゛‘χy｀ゝ♂｀りfχy･り゛･.へ..*'へ~●*~り´ゝ／ゝ./* 芦.／｀≫．゛｀､／χ･■■"■･l-･｀ヽ･か｀―･"り‘｀･.-''萬■--心.／ --■'り
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献血にご協力を

期日

時間

場所

昭和52年４月12日（火）

午前11時～午後３時

市立岡崎病院内（豊橋赤十

字血液センター岡崎出張所）

Ｏ献血の手順は

　[豪哲]満16歳以上～満65歳未満

体重測，

-
男45kg、女40kg以上

血圧・比重の測定

本人または家族･

　　知人が不幸にして、輸血を必

　　要としたときは、この手帳で

　　優先して血液が受けられます。

Ｏ献血についてのお問い合わせは

岡崎地区献血推進協議会（岡崎市

役所社会課内・電23-6145)へ

０４月の商工相談ご案内

　商工業者のみなさんの経営上の諸問題を解消していただくため、次のとおり各種相談に応じており

ますので、どうぞお気軽にご利用ください。

●　岡　　崎
市

相談名 担　　　　当 日　　　　時 場　　　　　　所

税　務 岡崎税理士会所属税理士 毎月第ii木曜日

　(4月は14日です）

　午後i時～4時

1 隋市民相談窒・電23－6492

経　営 中小±m大川顕昌 巡回または３階商工課
　　　　　　　　　電23－6212

金　融 商　工　課　職　貝

毎　　日(休日は除く）

午前８時30分～午後５時

　（土曜日は正午まで）

３階商工課･ 電23－6215

岡崎商工会議所

相談名 担　　　　　　　当 日　　　　　　　　時 場　所

税　務 税理士林明良、遼山英雄、太田賢太郎 5 r-l` 12 日｀19 11 , 26 H午後4時

明大寺I兎入18

岡　　崎
商工会議所

電53－6161

法　律 弁護士　内　田　慶　次 ４日, 18日　各午前10時～午後４時

金　融j会議所､中小公庫､商工中金各職貝 軍刳治詐祠濡雪駄旱観ヽJJﾆ

発　明 弁理士　佐伯一郎、大矢須和夫 １日　15日　各午後１時～　５時

商店経営 中小企業診断士田辺征中 18日　　　　午後i時～　５時

労　務 本所相談所長　牧　野　修　之 ２日　16日　各午前９時～　正午

下請斡旋 愛知県下請企業振興協会 11日　　　　午前lOii.'r～午後4時
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④⑧の市民相談室→

特j

△

心配ごと・人権相談

　日　時　４月13日・26日、午後

　　　　　１時～４時

　相談員　人権擁護委貝（荒川義

　　　　　次、峰沢佳行、石原辰

　　　　　太郎、大竹庄二）、名

　　　　　古屋法務局岡崎支局職

　　　　　貝

困りごと・行政相談

　日　時　4 ‾13日・27日、午後

　　　　　１時～4時

　相談員　行政相談委員（小野坂

　　　　　雄、岩附善吉、加藤平

　　　　　三、杉浦鉦典）

法律相談（予約制）

　日　時　４月４日･11日･18日・

　　　　　25日、午後１時～４時

　相談員　名古屋弁護士会岡崎支

　　　　　部弁護士

住宅金融公庫融資相談

　日　時　４月14 H ・22日、午後

電23－6492

市政だより お　か　ざ　き

図書館だより0000
４月

４月

★読書会　０６日、午前10時

○「歴史をさわがせた女たち・ロ

本編」永井路子軒　★おはなしと

紙しばいの会　○毎週木咄日、午

後３時so分　★休館日　〇定期休

館日→4 H・11日・18口・25日

○国民の祝日→29日　〇館内整理

休館日→15 El

美術館の催し物案内

　市や県・国などの行政についての苦情・要望・問い合わせ、

日常生活でお困りの問題についての相談、交通事故相談、高齢

者職業相談は毎日行っております。

のご案内

　　　　　１時～I時

　相談員　住宅金融公庫名古屋支

　　　　　所住宅相談貝

税金相談

　日　時　4 月l4日、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　岡崎税理士会会貝

登記相談

　日　時　４月14日、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　司法書士会、土地家屋

　　　　　訓査士会岡崎支部会貝

建築相談

　日　時　４月14日、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　建築士会岡崎支部会貝

測量設計相談

　日　時　4 月20口、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　愛知県測量設計業協会

　　　　　会U

※市民相談室は、市役所正而玄関を入り左側です。

※法律相談など重要な相談では、契約書など資料をご持参ください。

※相談は無料・秘密です。

国保の異動届出は14日以内に

◇栄心流いけばな展２日～　●

３日　◇フォトクラブ道写真

展　7 H～10日　◇第１回群

翔展　６日～10 El　◇轡門社

学生書道展　16日～17日　◇

悛会美術展　21日～24日　◇

第13回美協展　28日～５月３

日

・入場無料　・開館時間…午

前io時～午後６時（ただし、

各行事最終日は午後５時まで）

ら新規に国保へ加入されるかたは、

事業所等で杜保離脱証明書をいた

だいて持参してください。

　なお、４月は進学（母）の申.1i'})

就職(杜保加入の届出）のシーズ

ンですので、翼動がありましたら

印鑑・保険証を持って、早く届出

してください。

　くわしくは、厚生経済部保健課

国保係(電23－6167）へお尋ねく

ださい。

　　　　×　　　　　　　×

　国保の被保険者資格の異動に関

する届出は、14日以内にしなけれ

ばならないことに法で定められて

います。届出が遅れますと、保険

料の計算や、医療n等の支給につ

いて、いろいろ問題が起きますの

で、国保の資格取得（社会保険離

脱、転入。出i＼i）喪失（社会保険

加入、転出、死亡）等異動の届出

は、必ず14日以内にお顧いいたし

ます。

　また、勤めをやめて社会保険か



16 －
-

昭和52年４月１日

円日

万一に備えて

市
民
交
通
傷
害
保
険

　
　
加
入
受
け
付
け

　
　
　
　
　
始
ま
る

　
昨
年
四
月
一
日
以
降
に
加
人
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
交
通
傷
害
保

険
は
、
き
た
る
四
月
三
十
日
で
満
期

と
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
本
年
の
加
入
受
け
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
こ
ぞ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
る
よ

う
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

｡　｜

　

　
保
険
期
間
　
五
十
二
年
五
月
一
日

～
五
ト
三
年
四
月
三
十
日

　
保
険
料
　
一
人
三
百
六
十
円
（
年

額
）
、
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
、
半

額
巾
費
で
負
担
し
ま
す
。

　
○
生
活
保
護
世
帯

　
○
七
十
歳
以
上
の
商
齢
者
（
保
険

　
　
期
間
の
開
始
前
に
あ
っ
て
は
、

　
　
五
月
一
日
現
が
、
中
途
に
あ
っ

　
　
て
は
、
申
し
込
み
を
す
る
日
現

　
　
在
七
十
歳
以
上
の
か
た
）

　
〇
身
体
障
主
‥
噺
手
帳
・
療
青
手
帳

　
　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

　
〇
遺
児
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る

　
　
児
童

　
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始

四
月
一
日
か
ら

　
申
し
込
み
方
法
　
各
町
の
総
代
さ

ん
を
通
じ
、
各
世
帯
に
申
し
込
み
書

つ
き
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
書
に
記
入
の
う
え
、
保
険

料
を
そ
え
て
、
総
代
さ
ん
ま
た
は
市

民
課
・
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
部
市

民
課
管
理
係
（
電
二
三
―
六
一
三
八
）
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